
」avaプログラミング I 配列要素の確保

10回日 配  列

配列要素とは値を格納するための一連の領域です
各配列要素は一つの変数としての機能をもちます

注1 今日の構義で学ぶ内容 主
・配列とその使い方
。基本型変数と参照型変数
・拡張 for文

配  列

配列の利用手順

配列変数の宣言

コード例 l int[]aryj

|「   配  列  :  :

同じ型である複数の変数を一括して管理する機能です
直観的には、

‐  f  配列の利用  : | |   .

配列変数の宣雷 → 配列要素の確保 → 配列要素の参照
/0‐ ッ́   ″゛″       AA/
配列変数とは配列を扱う (代入する)変数です

「

D―「‐lal l導
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boolean

斐l、Slmp b鴨

配列要素の参照   配列要素を参照 (指定)して値を代入します     1
―

各配列要素の参照は配列変数の識別子と添え字を用いて次のようにします

liZili菫曇:]言,3[:「             
す
を指定します

罐ゝ
new演算子は指定された個数の配列要素をコンピュータのメモリ上に確保します

D配 列要素は確保されたとき予め以下の値が代入されます
(デフォル ト値)
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配列変数は通常の変数と同様に型と識別子をもちます
~

例えば、5個の配列要素を持つ配列の場合は次のように0から4までの添え字を指定します

θ～γ_

I゛tt♭
]

を指定して次のように行います

L    heセ MtI=P少

型と識日」子を指定して次のように行います

国 臓別引[]j

鴨 闘別調; 〃 コavaでの標準のスタイル
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配列要素への値の代入は、各配列要素を参照して次のように行います

int[]aryj

実行画面

0番目の学生の点数は 80です。
■番目の学生の点数は 60です。
2番目の学生の点数は 22です。
3番目の学生の点数は 50です。
4番目の学生の点数は 75です。

ハ ´ ン

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplelo_1.java

ロ
イ ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample10_2.java

//配列を用いて 5人の学生の点数を管理する
class Sanlple10_1

{

public static void main(String[]args)

{

int i;

//配列変数の宣言
int test[];

//int〔 ]testjとも記述可能

//配列要素の確保
test = new int[5];

//配列変数の宣言と配列要素の確保は同時に記述可能
// int test[] = new int[5]j

// int[]test = new int[5];

〃各配列要素へ値を代入

teSt[0]=80j

teSt[1]=60;

test[2]=22;

test[3]=50;

test[4]=75;

//各配列要素 (添え字は 0から4まで)を順番に出力
for(i=Oj iく 5; i++)

system.out.println(i+"番目の学生の点数は“+test[i卜 "です。
ぃ́′                    ″

//配列要素の動的な確保
■mport java.■ o. ;

class Sample10_2

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

(

lnt num; //学 生数
int[]testi  //学生の点数を保存する配列変数

//キーボード入力の準備
BufferedReader br;

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(System.in));

//キーボード入力
system.out,printin("学 生の人数を入力してください。・);

」 コ

//キーボードから点数を配列要素へ順番に入力する

『
く加t卜%iO・→
System.out.println(i+・ 番目の学生の点数を入力してください。
teSt[i]=Integer.parselnt(br.readLine()),

}   ん̂′

//酉己列要素に入力されている点数を順番に出力する
for(int i=o;iく num;i++)

system.out.println(i+“ 番目の学生の点数は・■test[i]+"で す。

よ……」

・
);

1')」
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2「  ιυ

配列の初期化

3ο

2配 列要素の確保されていない領域ヘアクセスしたらP

ソースフアイル名 :Ext10_1.java D´

配列の初期化    指定された値の列が代入された配列要素を
もつ配列変数を宣言します  .

配列の初期化は、配列変数の宣言時に次のように行います

国田 口1個,日,□…面 j

ソースコード例

ソースフアイル名 :Samplelo_3.java
`
―

|

式,St5)

□
γ

実行画面

学生の人数を入力してください。3 θ
O番目の学生の点数を入力してください。89 θ
■番目の学生の点数を入力してください。
75 θ
2番目の学生の点数を入力してください。

0番目の学生の点数は 89です。
1番目の学生の点数は 75です。
2番目の学生の点数は 95です。

//添え字の範囲のミス
Class Ext■ 0 1

{

public static

{

int ij

void main(string[] arg5)

/イ te't
gtttT唸

潔 爾

腰 素鋼

Tint[]test=net里ッ θヘダ
//test[4]よ り上の配列要素ヘアクt― ~
fOr(i=0; iく■0;´  i++)
System.out.print■ n(1+“ 番目の配列要素は"■test[iト

ロ
です。");

―

実行画面

//配列の初期化
class samplelo_3

{

public static void main(String[] args)

{

int[]test={80,60,22,50,75)jと も記述可能

名f盟精「鞄i→      咀雙タ
system.out,println(i+“ 番目の学生の点数は"+test[i]+"で す。");

"

0番目の配列要素は 0です。
■番目の配列要素は 0です。
2番目の配列要素は 0です。
3番目の配列要素は 0です。
4番目の配列要素は 0です。

at Ext10_■ .main(Ext■ 0_1.java:13)

実行画面

0番目の学生の点数は 80です。
1番目の学生の点数は 60です。
2番目の学生の点数は 22です。
3番目の学生の点数は 50です。
4番目の学生の点数は 75です。



|―
か翌£・

惨 配列の初期化では配列要素の数を指定しません

配列要素の数は値の列より自動的に計算され歓す

増予暦名配コ1  配列変数を用いない配列のことです
通常、配列は配列要素を配列変数に代入して用いますが

匿名配列は配列要素をそのまま用います

匿名配列は、次のようにして作成します

new国口{Eコ,Eコ,匝ヨ,… ,匝コ}
指定された値の列が代入された配列要素が確保されます

匿名配列は、次のように配列変数に代入してこれまでと同じように使用できます

int[l arys

ary = new int[](2,5,8,6,3,7};

また、メツット (3avaプログラミング 2で解説)に引数として渡すときよく利用されます
obj.methodl(new int[]{2,5,8,6J3,7})J

(II C‐ C111 配列変数と,照型変数 )■■ ■

θ数(〔5)変数の2種類があります軸靱
"値"そのものを代入できます

鶉
配 を代入できます
ラス型変数のみ
/― ・/1/

いヽます

9例 題 Sample■ ヽ1での配列変数の宣言と配列要素の確保は次のように理解できます

short型、
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ソースコード例
ソースフアイル名 :sample10_4.java

実行画面

ary2[1] := 4;

「量まl彫::

//配列変数へ代入するという ことは ,
class Sample10_4

{

⌒public static vOid main(string[]args)

n2=nlj

//配列変数へ代入
ary2=ary■ ;

蔦革… /

夕 方の二型数ムイ[1基更
System.out.println("n2 := 2j")j

12=2;
/シ =方の配列要素の値を変更
System.out.println("ary2[1] := 4,")j

//変数と配列要素を出力
System.out,println("nl="+nl+"′
System.out.print(1'aryl={“ );
for(i=0;iく 3j i++)

System.out,print(a ryl[i]+“
System.out.println(“

}・ ),

system out.print〈 "a ry2‐ {");
fOr(i=0;iく 3;i++)
system.out.print(ary2[i]+“
system.out.println("}")j

∩し`

n2=Ⅲ +n2);

'')j

'');

い 例題 Sample10_4の変数の振る舞いは次のように図的に理解できます
(変数の宣言8寺 )

(変事介́ フイ負)｀

(5

`夕が代入される倶」の変数にコ
ピーされます

い 基本型変数の場合には中に入っている値がコピーされ、参照型変数の場合には中に入つ
ている参照がコピーされます

曰

ｎ・
ｇ
ｎ２

9変数同士房再ズでよ
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|  ‐      拡張 for文

〕avaでは配列を処理するための特別な for文が準備されています

拡張for文
      殷]塁警般建檀ふ讐象橿縛猥言垢嬰愚温蓮讐再署、繰り返します

■ 今日の講義のまとめ |
。配列を用いることにより、同じ型の複数の変数を一括して管理できます。

・配列を利用するには、まず配列変数を宣言します。次に、個数を指定して配列要素を確保

します。そして、各配列要素に値を代入します。

・配列の初期化を用いると、値を列挙するだけでその値が代入された配列要素が確保され、

配列変数へ代入されます。

・配列の初期化を用いる場合には、配列要素の個数は明示する必要はありません。

・変数には、基本型変数と参照型変数があります。基本型変数には、値そのものを代入でき

ます。参照型変数には、参照 (lLLの ある場所)を代入できます。

・拡張 for文は、配列を用いた処理に適した繰返し文です。

コず 例

|:

惨配列の終端に到庁
す
黒専ξ∫%』護蓬馨卵晃婁亀塁昴こ代入されます

2回目の繰り返し :添え字 1の配列要素の値が変数に代入されます

3回 日の繰り返し 1添え字 2の配列要素の値が変数に代入されます

ソースコード例

ソースファイル名 :Ext10_2.java

実行画面

80

60

22

50

75

//1ンハンスドfOr文
class Ext10 2

(

public static vOid main(String[l args)

(

//配列の初期化
int[]test={80,60,22,50,75};

//配列要素を出力
fOr(int numitest)
System.out.println(num);

}

}

しfor
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